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◇
水
・
人
の
交
流

　

管
内
に
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
、
神
通

川
、
天
竜
川
、
庄
川
等
の
我
が
国
有
数
の
河
川

が
あ
り
、
下
流
域
の
水
量
の
安
定
や
良
質
な
水

の
確
保
、
水
に
か
か
わ
る
要
請
に
応
え
る
こ
と

も
国
有
林
の
大
き
な
使
命
の
一
つ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
上
・
下
流
域
の
関
係
者

の
連
携
の
も
と
、
長
伐
期
化
、
針
広
混
交
林
化

な
ど
百
年
先
を
見
据
え
た
多
様
な
森
林
に
誘
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
森
林
整
備
等

に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

活
動
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
な

ど
、
上
流
域
と
都
市
住
民
の
交
流
や
連
携
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
所
感
の
一

端
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
が
災

害
の
な
い
明
る
い
職
場
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
ご
家
族
と
も
ど
も
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
二
月
に
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

国
民
運
動
の
展
開
」
が
関
係
閣
僚
間
で
了
承
さ

れ
、
関
係
府
省
庁
の
連
携
を
図
る
中
で
、
政
府

一
体
と
な
っ
た
運
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
で

は
、
三
三
〇
万
㌶
の
間
伐
の
実
施
、
一
〇
〇
年

先
を
見
据
え
た
広
葉
樹
林
化
、
長
伐
期
化
、
針

広
混
交
林
化
な
ど
の
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推

進
を
は
じ
め
、
み
ど
り
の
月
間
・
木
づ
か
い

推
進
月
間
な
ど
の
国
民
運
動
の
浸
透
、
間
伐
材

使
用
製
品
の
利
用
推
進
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
中
部
森

林
管
理
局
に
お
い
て
も
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
も
さ
ら
に
取
組
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
は
、
長
野
・
富
山
・
岐

阜
・
愛
知
県
の
四
県
に
所
在
す
る
国
有
林
を
管

轄
し
て
お
り
ま
す
が
、「
日
本
の
屋
根
」
と
い

わ
れ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
、
脊

梁
山
脈
を
擁
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
地
域
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
な
ど
の

源
流
地
帯
で
も
あ
り
、
国
土
の
保
全
・
水
源
の

か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
、
私
た
ち
の
生

命
や
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
森
林

の
多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
地
域
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
・
東
濃
地
方
に
代
表
さ
れ

る
天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
人
工
林
ヒ
ノ
キ
、
更
に

は
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
産
地
と
し
て
我
が
国
有
数

の
林
業
地
帯
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
に
所
在
す
る
当
局
の
立
地

条
件
を
活
か
し
、
本
年
も
森
林
・
林
業
基
本
計

画
の
理
念
に
即
し
て
「
木
の
交
流
」・「
水
の
交

流
」・「
人
の
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
具

体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◇
木
の
交
流

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
及
び
災
害
に
強
い
森

林
づ
く
り
の
た
め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
推

進
し
、
そ
れ
に
伴
い
生
産
さ
れ
る
利
用
可
能
な

木
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な
作
業
シ

ス
テ
ム
の
整
備
・
普
及
を
民
有
林
関
係
者
も
含

め
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
・
下
流
域
に
所
在
す
る
原
木
市
場

な
ど
の
民
間
事
業
体
、
そ
し
て
近
隣
の
森
林
管

理
局
間
と
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
消
費
者
や

木
材
関
連
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
木
材

の
生
産
・
販
売
等
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
需

要
の
動
向
や
業
界
の
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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南
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
眠
る
廃
墟

　

―

燕　

岩―

　

今
年
の
干
支
は
「
戊
子
」
で
す
。

　
「
戊
子
」
は
「
つ
ち
の
え
ね
」
と
読
み
、

六
十
干
支
の
一
番
目
で
す
。

　
「
子
」
は
、
陰
陽
五
行
で
「
水
」
性
の
「
陽
」

に
当
た
り
ま
す
。
季
節
は
仲
冬
（
旧
暦
の
十
一

月
）、
方
位
は
北
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
動

物
は
鼠
（
ね
ず
み
）
で
す
。

　
「
子
」
の
字
は
「
ふ
え
る
」
意
味
で
、
種
子

の
中
に
新
し
い
生
命
が
芽
生
え
る
様
子
を
表
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ね
ず
み
年
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

一
九
九
六
年
は
、
野
茂
英
雄
投
手
が
ア
メ
リ

カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
日
本
人

初
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
。

　

一
九
八
四
年
は
、
一
万
円
札
が
福
沢
諭
吉
、

五
千
円
札
が
新
渡
戸
稲
造
、
千
円
札
が
夏
目
漱

石
を
肖
像
と
し
た
新
札
が
発
行
。

　

一
九
七
二
年
は
、
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
支
配
化

か
ら
日
本
に
復
帰
。

　

一
九
六
〇
年
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
延
長

で
安
保
反
対
闘
争
が
起
こ
る
。

　

一
九
四
八
年
は
、
プ
ロ
野
球
初
の
ナ
イ

タ
ー
。

　

一
九
三
六
年
は
、
二
・二
六
事
件
、
阿
部
定

事
件
発
生
。

　

一
九
二
四
年
は
、
メ
ー
ト
ル
法
実
施
。

　

一
九
一
二
年
は
、
明
治
天
皇
崩
御
、
大
正
と

改
元
。

［
南
信
署
］
大
鹿
村
は
、
明
治
七
年
に
旧
鹿
塩

村
と
旧
大
河
原
村
が
合
併
し
て
で
き
た
人
口

千
三
百
人
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
農
村
で
す
が
、

一
昔
前
は
、
人
口
が
五
千
人
を
超
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
銅
を
掘
り
出
す
た
め
、
ま

た
、
か
つ
て
大
河
原
国
有
林
で
は
営
林
署
職
員

が
材
木
を
伐
採
す
る
た
め
、
多
く
の
人
・
物
が

こ
の
燕
岩
の
横
を
通
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

い
ま
で
は
、
そ
の
歩
道
も
朽
ち
果
て
、
険
し

い
沢
沿
い
を
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
沢
沿
い
に
は
、
サ
ワ

ラ
の
巨
木
や
、
赤
・
緑
・
白
と
様
々
な
石
が
散

在
し
て
い
た
り
、
所
々
に
歩
道
や
吊
り
橋
の
跡

が
残
っ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
、
頭
上
に
は
鉱
山

の
跡
ら
し
き
横
穴
も
あ
り
、
ま
る
で
時
間
を

溯
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
一
帯
は
氷
河
期
遺
存
植
物
の
ア
オ
チ
ャ

セ
ン
シ
ダ
等
を
含
む
遺
存
植
物
群
落
を
保
護
す

る
「
燕
岩
植
物
群
落
保
護
林
」
に
も
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
目
の
前
に
広
が
る
荘
厳
な
風
景

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︻
ア
ク
セ
ス
︼

　

最
寄
り
の
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
伊
那
大
島

駅
。
大
鹿
村
役
場
の
あ
る
落
合
集
落
を
南
下

し
、
飯
田
市
上
村
と
の
境
に
あ
る
青
木
林
道
の

入
口
か
ら
、
沢
歩
き
を
二
時
間
。

︻
注
意
︼

　

沢
歩
き
に
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。
事
前
に
現

地
の
状
況
を
確
認
し
、
経
験
者
と
十
分
な
装
備

を
も
っ
て
自
己
責
任
の
も
と
で
の
ぞ
ん
で
下
さ

い
。

　

ね
ず
み
年
（
子
年
）
生
ま
れ
の
人
は
、
努
力

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
家
系
が
繁
栄
し
成
功
し
、

独
立
心
旺
盛
で
起
業
向
き
だ
そ
う
で
す
。

　

ね
ず
み
算
の
言
葉
も
あ
る
と
お
り
、
子
孫
繁

栄
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
を
迎
え
繁
栄
を
期
待
し
、
今
年

も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

今年は僕の年

時
間
を
溯
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
燕
岩

　

燕岩に咲く花タマガワホトトギス
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◆
１
月
◆

25　

�

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

30　

富
山
森
林
管
理
署
新
築

◆
２
月
◆

５　

�

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
「
モ
ニ
タ
ー
会

議
」（
中
部
局
）

８　

�

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
（
中
部
局
）

15　

�

長
野
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
呈
式
（
長
野

市
）

16　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　
（
中
部
局
）

19　

�

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
伝
達

式
（
名
古
屋
市
内
）

20　

�

木
曽
駒
ヶ
岳
自
然
再
生
検
討
会
（
南
信

署
）

26　

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

◆
３
月
◆

１　

中
日
造
林
賞
贈
呈
式
（
名
古
屋
市
内
）

２　

�

揖
斐
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
概
成

式
典
（
岐
阜
署
）

５　
「
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結
」
調
印
式

　
　
（
東
信
署
）

９　

宮
森
林
事
務
所
新
築

９　

北
小
川
森
林
事
務
所
新
築

９　

小
谷
森
林
事
務
所
新
築

14　

�
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

29　

�「
高
瀬
川
流
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
の

調
印
式
（
中
信
署
）

◆
４
月
◆

15　

木
材
販
売
促
進
「
春
姫
道
中
」

　
　
（
名
古
屋
市
内
）

19　

局
長
等
会
議
（
林
野
庁
）

24　

�

平
成
十
九
年
度
業
務
予
定
を
記
者
発
表

（
中
部
局
、
名
古
屋
事
務
所
）

26　

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

28　

�「
遊
々
の
森
」
と
こ
わ
か
の
森
協
定
調
印

式
（
木
曽
署
管
内
）

28　
「
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
」
開
催

　
　
（
中
津
川
市
）

29　
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
07
」
開
催

　
　
（
瀬
戸
市
）

◆
５
月
◆

４　

�

緑
の
募
金
の
街
頭
募
金
を
実
施
（
長
野

市
）

12　

林
野
庁
主
催
「
Ｈ
19
年
度
森
林
の
市
」

　
　
（
東
京
都
日
比
谷
公
園
）

19　
「
長
野
県
植
樹
祭
」
開
催
（
南
木
曽
町
）　

19　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」
開
催
（
岡
崎
市
）

23　
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」
開
催
（
黒
部
市
）

24　

技
術
開
発
委
員
会

26　

�「
未
来
世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
育
樹

祭
」
開
催
（
王
滝
村
）

◆
６
月
◆

12　

�

木
材
安
定
供
給
協
議
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
（
静
岡
市
）

13　

�

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
（
中
部

局
）

13　

テ
レ
ビ
番
組
「
森
へ
行
こ
う
」
収
録
開
始

　
　
（
中
部
局
管
内
）

14　

永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
式
（
長
野
市
）

16　
「
親
子
で
楽
し
む
森
林
散
策
」
開
催

　
　
（
北
信
署
管
内
）

◆
７
月
◆

２　

国
有
林
野
観
光
施
設
協
議
会
総
会

　
　
（
長
野
市
）

９　

�

Ｆ
Ｆ
Ｇ
「
ブ
ナ
の
郷
カ
ヤ
の
平
の
森
」
抽

選
会
（
中
部
局
）

19　

�

第
一
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

　
　
（
東
信
署
管
内
）

31　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
国
有
林
視
察

　
　
（
木
曽
署
管
内
）

◆
８
月
◆

３　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会

　
　
（
木
曽
署
管
内
）

７　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会

　
　
（
東
信
署
・
飛
騨
署
管
内
）

７　

森
林
施
業
現
地
検
討
会
（
南
信
署
管
内
）

９　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会

　
　
（
愛
知
署
管
内
）

二
〇
〇
七
年　
主
な
出
来
事完成した富山署新庁舎

南相木村内で森林整備推進協定を締結

鍋倉山で「森へ行こう」第1回収録

教職員森林・林業体験学習研修会
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◆
９
月
◆

４　

流
域
管
理
調
整
官
会
議
（
中
部
局
）

８　

国
有
林
・
民
有
林
連
絡
推
進
会
議

　
　
（
三
重
県
）

13　

�

第
一
回
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
・
ヒ
メ
バ
ラ

モ
ミ
植
物
群
落
保
護
林
（
仮
称
）
設
定
検

討
委
員
会
（
南
信
署
管
内
）

14　

平
成
18
年
度
決
算
概
要
を
公
表

　
　
（
中
部
局
）

18　

�

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
・
生
産
販
売
関

係
打
ち
合
わ
せ
会
議
（
中
部
局
）

19　

�

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
周
辺
の
植
生

復
元
（
南
信
署
管
内
）

20　

局
長
等
会
議
（
林
野
庁
）

28　

｢

Ｊ
Ｑ
Ａ
の
森
林｣

調
印
式
（
飛
騨
署
）

29　

�「
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢
」
を
開
催

（
木
曽
署
管
内
）

◆
10
月
◆

１　

木
づ
か
い
推
進
月
間

４　

�

第
二
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク
（
中

信
・
飛
騨
署
管
内
）

10　

報
道
機
関
の
国
有
林
視
察

　
　
（
北
信
署
管
内
）

10　

�

第
二
回
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
・
ヒ
メ
バ

ラ
モ
ミ
植
物
群
落
保
護
林
（
仮
称
）
設
定

検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

10　

�

国
有
林
野
事
業
販
売
協
力
者
感
謝
状
贈
呈

式
（
上
松
町
）

10　

�

木
材
利
用
推
進
要
望
活
動
（
岐
阜
市
・
名

古
屋
市
）

11　

�

第
三
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク
（
飛
騨

署
管
内
）

12　

�「
な
が
の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
友
の
会
」
交
流

会
開
催
（
中
信
署
管
内
）

14　
「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

　
　
（
名
古
屋
市
内
）

16　

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

18　

�
治
山
現
地
検
討
会
を
開
催
（
飛
騨
署
管

内
）

19　

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト

　
　
（
東
濃
署
管
内
）

23　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

　
　
（
飛
騨
署
管
内
）

23　

林
道
現
地
検
討
会
（
飛
騨
署
管
内
）

24　

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
検
討
会
（
南
信
署
管
内
）

25　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
視
察

　
　
（
愛
知
所
管
内
）

25　

治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議

　
　
（
中
信
署
管
内
）

29　

指
導
普
及
連
絡
会
（
飛
騨
署
管
内
）

29　

�

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協

議
会
（
松
本
市
）

31　

砂
防
治
山
交
流
会
議
（
中
部
局
）

31　

造
林
現
地
検
討
会
（
南
信
署
管
内
）

◆
11
月
◆

３　

�「
未
来
世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
ど
ん

ぐ
り
祭
」
開
催
（
王
滝
村
）

12　

会
計
実
地
検
査
（
16
日
ま
で
）

17　

�

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
産
材
安
定
供
給
協
議
会

（
静
岡
市
）

27　

国
有
林
管
理
審
議
会
（
中
部
局
）

◆
12
月
◆

５　

�

長
野
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
要
請
行
動

（
中
部
局
管
内
）

10　

本
庁
監
査
（
14
日
ま
で
）

10　

販
売
連
絡
会
議
（
愛
媛
県
）

13　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

　
　
（
木
曽
署
管
内
）

４
／
21　

樹
木
見
本
林
整
備�

（
愛
知
所
管
内
）

５
／
12　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業

（
木
曽
署
管
内
）

５
／
18　

試
験
地
の
間
伐
の
作
業（

岐
阜
署
管
内
）

５
／
26　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業

（
木
曽
署
管
内
）

６
／
15　

巨
樹
巨
木
の
歩
道
の
整
備
作
業

（
岐
阜
署
管
内
）

６
／
23　

外
来
種
除
去
作
業�

（
飛
騨
署
管
内
）

�

６
／
28　

水
源
林
の
下
刈
作
業�

（
富
山
署
管
内
）

７
／
19　

ヒ
ノ
キ
造
林
地
下
刈
作
業

�

（
愛
知
所
管
内
）

９
／
1　

低
木
除
伐
作
業�

（
木
曽
署
管
内
）

10
／
13　

登
山
道
周
辺
の
除
伐
作
業

�

（
飛
騨
署
管
内
）

10
／
20　

休
養
林
内
の
下
刈
作
業

�

（
愛
知
所
管
内
）

11
／
9　

ヒ
ノ
キ
林
枝
打
作
業�

（
東
濃
署
管
内
）

11
／
17　

ヒ
ノ
キ
林
間
伐
作
業�

（
愛
知
所
管
内
）

７
／
19　

�

初
夏
の
風
に
吹
か
れ
て
「
水
ノ
塔
」

を
登
る�

（
東
信
署
管
内
）

10
／
４　

秋
風
の
「
乗
鞍
岳
」
を
登
る

�

（
中
信
・
飛
騨
署
管
内
）

10
／
11　

秋
の
白
水
湖
散
策�

（
飛
騨
署
管
内
）

４
／
７　

し
い
た
け
菌
打
ち�

（
名
古
屋
事
務
所
）

６
／
２　

�

本
丸
御
殿
伐
採
跡
地
と
木
曽
ヒ
ノ
キ

林
散
策�

（
東
濃
署
管
内
）

６
／
16　

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
観
賞
会

�

（
愛
知
所
管
内
）

８
／
26　

森
の
工
作
と
紙
芝
居

�

（
名
古
屋
事
務
所
）

９
／
22　

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

�

（
愛
知
所
管
内
）

10
／
27　

鑑
賞
炭
づ
く
り
体
験
（
愛
知
所
管
内
）

12
／
２　

手
作
り
リ
ー
ス
づ
く
り

�

（
愛
知
所
管
内
）

二
〇
〇
七
年
に
実
施
し
た

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
等

名古屋シティ・フォレスター事業森林パノラマウォーク森林ふれあい講座

｢ＪＱＡの森林｣ 調印式

低コスト作業システム現地検討会

千曲市への県産材利用促進の
要請行動
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［
北
信
署
・
指
導
普
及
課
］
本
試
験
地
は
、
豪

雪
地
帯
の
造
林
技
術
を
検
討
す
る
一
環
と
し
て

耐
雪
性
ス
ギ
の
選
抜
及
び
比
較
の
た
め
、
昭
和

四
十
五
年
に
北
信
署
（
旧
飯
山
営
林
署
）
管
内

鳥
甲
国
有
林
一
〇
九
林
班
た
小
班
に
試
験
地
を

設
定
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
飯
山
地
方
の
民
有
林
で
は
ク
マ
ス
ギ

の
造
林
が
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
有

林
は
民
有
林
よ
り
上
部
に
位
置
し
、
積
雪
深
、

気
温
等
の
厳
し
い
気
象
条
件
に
耐
え
う
る
優
れ

た
品
種
を
見
い
だ
す
目
的
か
ら
、
北
陸
地
方
を

中
心
と
す
る
ス
ギ
系
統
を
選
定
し
て
植
栽
試
験

を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
初
二
箇

所
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年
度
の
試

験
地
の
見
直
し
に
よ
り
継
続
調
査
は
一
箇
所
と

し
て
お
り
ま
す
。

○
試
験
地
の
概
要

　

面
積　

五
・
六
〇
㌶

　

植
付　

昭
和
四
十
五
年�（
現
在
三
十
九
年
生
）

　

系
統
・
品
種

　

�　

カ
ナ
ミ
ダ
ニ
ス
ギ
・
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
・

イ
ト
シ
ロ
ス
ギ
・
ミ
ョ
ウ
ケ
ン
ス
ギ
・
タ

ザ
ワ
ス
ギ
・
ク
マ
ス
ギ
の
六
種
類
。

○
調
査
内
容

　

�　

選
定
し
た
各
品
種
系
統
別
、
苗
木
の
規
格

編集　中部森林管理局総務課広報

別
（
大
・
中
・
小
）
に
区
分
し
設
定
し
、
調

査
本
数
は
各
二
〇
本
と
し
、
枯
損
率
、
胸
高

直
径
、
樹
高
、
幹
曲
が
り
を
調
査
し
て
い
ま

す
。

◎
試
験
結
果
（
三
十
五
年
生
時
点
）

　

○
現
存
率　

　

高
い
品
種　

ミ
ョ
ウ
ケ
ン
ス
ギ	

63
％

　
　
　
　
　
　

カ
ナ
ミ
ダ
ニ
ス
ギ	

62
％

　

低
い
品
種　

イ
ト
シ
ロ
ス
ギ	

53
％

○
幹
曲
が
り
（
最
大
矢
高
で
比
較
）

　

曲
が
り
が
大
き
い
も
の

　
　

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ	

全
体
の
94
％

　
　

ミ
ョ
ウ
ケ
ン
ス
ギ	

〃　

60
％

　
　

ク
マ
ス
ギ	

〃　

57
％

　

曲
が
り
が
少
な
い
も
の

　
　

タ
ザ
ワ
ス
ギ　

	

〃　

38
％

　
　

イ
ト
シ
ロ
ス
ギ	

〃　

39
％

○
生
長
量
（
一
〇
年
生
と
比
較
）

　

高
い
も
の

　
　

カ
ナ
ミ
ダ
ニ
ス
ギ	
三
〇
一
％

　
　

ク
マ
ス
ギ	
二
六
九
％

○
樹
高
生
長
率
（
一
〇
年
生
と
比
較
）

　

高
い
も
の

　
　

カ
ナ
ミ
ダ
ニ
ス
ギ	

三
七
三
％

　
　

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ	

二
九
八
％

　
　

ク
マ
ス
ギ	

二
九
六
％

ま
と
め

　

全
試
験
区
と
も
に
雪
害
に
よ
る
枯
損
、
幹
曲

り
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
品
種
系
統
別
で
の

被
害
状
況
や
生
長
率
に
差
が
生
じ
て
お
り
目
的

と
す
る
系
統
別
試
験
は
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

飯
山
地
方
で
広
く
植
栽
さ
れ
て
い
る
ク
マ
ス

ギ
は
生
長
率
が
比
較
的
高
く
、
幹
曲
り
、
現
存

率
と
も
に
中
庸
を
示
し
、
カ
ナ
ミ
ダ
ニ
ス
ギ
に

つ
い
て
は
生
長
量
、
現
存
率
が
高
く
根
曲
り
も

少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ミ
ョ
ウ
ケ
ン

ス
ギ
、
タ
ザ
ワ
ス
ギ
に
つ
い
て
は
中
庸
で
、
イ

ト
シ
ロ
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、
根
曲
り
率
は
低
い

も
の
の
現
存
率
が
悪
く
生
長
率
も
低
い
結
果
と

平成19年度中部森林技術交流発表会の開催について

　中部森林管理局では、国有林・民有林・大学・ＮＰＯ等が日頃から取り組んで
いる森林・林業に関する試験研究、体験活動の内容等について発表し、関係者の
交流を深めるとともに、更なる森林・林業の推進とこれら成果の普及に資するた
め、中部森林技術交流発表会を下記のとおり開催します。

記
１　日　時　平成20年２月７日（木）～８日（金）
２　場　所　長野市大字栗田７１５－５　　中部森林管理局　大会議室
３　担　当　指導普及課　（電話０５２−３１６０−６５７９）

1919

な
っ
て
い
ま
す
。
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
は
、
根
曲
り

率
は
高
い
が
生
長
率
、
現
存
率
と
も
に
中
庸
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
地
は
今
後
、
五
年
毎
の
調
査
を
行

い
、
さ
ら
に
生
長
過
程
を
分
析
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

試験地の概要　写真はミョウケンスギ タテヤマスギ

お知ら
せ


